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普段よりゆっくり目の春がやって参りました。市民の皆様におかれまして

は、新年度を迎え、心新たに過ごされていることと存じます。 

市議会におきましては、平成 24年度第 1回定例会が開会されました。議会

には 24年度のお金の使い方、そこからの市政運営を定めた新年度予算が上

程されました。新病院建設整備と地域防災に重きを置いた予算です。 

厳しい財政運営を強いられておりますが、その中で市民生活を守り、向上さ

せるにはどうするべきか、効率的に使われるのかを議会としても真剣に議論

をして参りました。今後も、未来に残せる加古川のために活動して参ります

ので、引き続きのご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

NO.NO.NO.NO.8888    
発行日：2012年 4月 

発行：加古川市議会 

市民クラブ 

加古川町北在家 2000 

079-427-9308 

平成 24 年第 1 回定例会 （平成 24 年 2 月 24 日～3 月 23 日） 

平成24年度予算額
(a)

平成23年度予算額
(b)

増減額
(c)=(a)-(b)

増減率
(c)/(b)

77,280,000 78,000,000 -720,000 -0.9%

国 民 健 康 保 険 事 業 28,824,184 26,404,100 2,420,084 9.2%

後 期 高 齢者 医療 事業 2,431,022 2,191,269 239,753 10.9%
介 護 保 険 事 業 14,373,792 13,545,316 828,476 6.1%
公 園 墓 地 造 成 事 業 211,825 305,329 -93,504 -30.6%
夜 間 急 病 医 療 事 業 287,102 298,716 -11,614 -3.9%
歯科保健セン ター事業 86,899 82,543 4,356 5.3%
緊急通報システム事業 17,852 17,802 50 0.3%
病 院 事 業債 管理 事業 4,462,839 1,815,556 2,647,283 145.8%
公設地方卸売市場事業 116,597 119,698 -3,101 -2.6%
駐 車 場 事 業 88,958 124,340 -35,382 -28.5%
下 水 道 事 業 8,961,196 9,375,630 -414,434 -4.4%
財 産 区 198,715 191,275 7,440 3.9%

合　　　計 60,060,981 54,471,574 5,589,407 10.3%

水 道 事 業 8,411,370 7,125,608 1,285,762 18.0%

合　　　計 8,411,370 7,125,607 1,285,763 18.0%

145,752,351 139,597,181 6,155,170 4.4%
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平成平成平成平成 24242424 年度予算が成立！年度予算が成立！年度予算が成立！年度予算が成立！    
（単位：千円） 

新規 429,000 新統合病院建設に伴う周辺道路の整備を行う。

新規 66,356
大規模災害に備え、小中学校に備蓄資材（毛布など）を整備
し、地域の非難施設の充実を図る。

新規 9,327
若い世代の就農意欲の喚起と就農後の人材の定着を図る
ための支援を行う。【給付額】最大150万/年・人

継続 136,214
小中学校のトイレ改修設計、幼稚園の多目的トイレ化工事
のほか、既存施設・整備の維持補修工事を行う。

新規 9,738
加古川駅北の混雑解消のため、31街区を暫定的に自動車
整理場として整備する。5月中の供用開始を予定。

★主な新規・継続事業★主な新規・継続事業★主な新規・継続事業★主な新規・継続事業    
（単位：千円） 

★予算に対する私見★予算に対する私見★予算に対する私見★予算に対する私見    

条例案など条例案など条例案など条例案など

は最終面は最終面は最終面は最終面    

に掲載に掲載に掲載に掲載    

全体的には、歳入が微増したものの、市債や基金繰入

を行い、また「学校園の耐震化」や「幼稚園へのエア

コン設置」の前倒しなど、平成 23年度補正予算で処理

したことなど、財源確保に苦心した跡が見られます。

今後少子高齢化に伴い扶助費の増が見込まれる中で

は、更なる工夫とともに、歳入を増やすための商工業

施策も重要です。今年度予算については、評価できる

点も多く、更なる努力を要望し賛成しました。 

議案 内容 賛否 中村の賛否

議案第22号 加古川市における暴力団の排除の推進に関する条例を定めること 可決 賛成

議案第23号
加古川市立加古川駅北自動車駐車場の設置及び管理に関する条例
を定めること

可決 賛成

議案第42号
地方独立行政法人加古川市民病院機構中期計画の一部変更の認可
について

可決 賛成

★主な議案・条例案★主な議案・条例案★主な議案・条例案★主な議案・条例案    

～主な議案・条例案・決議～ 

請願 内容 賛否 中村の賛否

請願第1号 脱原発を求める請願書 採択 賛成

請願第2号 公的年金の改悪に反対する意見書提出を求める請願 不採択 反対

請願第3号 原発からの撤退と自然エネルギー社会の実現を求める請願 不採択 反対

請願第7号
財政破綻をまねきかねない大病院建設に反対し2つの加古川市民病
院の存続と充実を求める請願書

不採択 反対

★★★★請願請願請願請願    

★★★★決議決議決議決議    
内容 賛否 中村の賛否

東日本大震災で発生したがれきの受け入れに関する決議 採択 賛成

東日本大震災で発生したがれきの受け入れに関する決議東日本大震災で発生したがれきの受け入れに関する決議東日本大震災で発生したがれきの受け入れに関する決議東日本大震災で発生したがれきの受け入れに関する決議    

昨年３ 月１ １ 日、マグニチュード９ ． ０ という世界最大級の大震災が発生し、東北地方をはじめ東日本の広い

地域が、地震と津波によって、かつて経験したことがないほどの大きな被害を受けた。 

これまでも全国各地の多くの人々が、被災地の復旧と復興に向けた取り組みを行っており、本市でも人的、物的両面

にわたり、さまざまな形で支援を進めてきた。しかし、被災地の復興に大きな障害となっているのが、膨大な量のが

れきの存在である。１ 年経過した現在でも、９ 割以上のがれきが処理されず残っており、政府は全国の自治体に広

域処理の協力を呼びかけているが、受け入れが進んでいないのが現状である。 

被災地の方々の苦悩を思うと、国民全体が協力して、がれきの一日も早い処理に取り組むことが必要であり、がれき

の処理なくして、被災地の真の復興はあり得ないと考える。 

よって、本市議会は、被災地の復興に寄与するため、本市に対し、市民の理解と協力を得ることを前提に、国の定め

る放射線基準内で、通常の廃棄物相当と判断されるがれきについて、受け入れの準備を積極的に進めるよう要請する。 

以上、決議する。 平成２ ４ 年３ 月２ ３ 日 加 古 川 市 議 会 

請願の賛否について請願の賛否について請願の賛否について請願の賛否について    

●1号及び 3号 

原発への依存を止め、自然エネルギーへ転換する方向性には賛成です。ただ、発電量や整備コスト、経済への影響と

資源高などを考えると、今すぐとはいきません。ある程度のスパンを考えながら移行することが必要です。そのため、

その方向性を示す 1号については賛成をしましたが、3号は時間的な記述などに問題があると考え反対致しました。 

●2号 

国民年金支給額は、現在 2.5%高い特例水準にあります。これは当時の政治判断によるもので、受給者が非難されるよ

うなものではありません。しかし、これをそのままにすると世代間格差が続くことも事実です。デフレが続いている

ことが一番の原因ですが、社会保障費の増大を考えると本来水準へ戻すことは必要と考えます。 

決議について決議について決議について決議について    

この決議は、「通常の廃棄物相当のがれき」について受け入れの準備を進めることを求めており、何でもすぐに受け入

れよというものではありません。当然、いたずらに放射性廃棄物を拡散することも避けねばなりません。それを前提

に、測定方法や可能処理量など、準備としてできることはやるべきです。 



それに対する答弁は、期日前投票所を増やしても投

票率には繋がらない、セキュリティや経費の問題もあ

り、ショッピングセンター等への期日前投票所の設置ショッピングセンター等への期日前投票所の設置ショッピングセンター等への期日前投票所の設置ショッピングセンター等への期日前投票所の設置

はこれまではこれまではこれまではこれまで具体的に検討をしたことはない具体的に検討をしたことはない具体的に検討をしたことはない具体的に検討をしたことはないが、基本的

には選挙に関心を持ってもらえるよう啓発等に努める

ことが重要と考えているとのことでした。参議院議員

通常選挙選挙特報第２号における、投票所及び期

日前投票所の項目で、「投票所及び期日前投票所

は、投票の秘密や選挙の公正を確保するために必

要な場所及び設備を有し、投票所の秩序を適切に

保持することができる場合には、駅構内やショッ駅構内やショッ駅構内やショッ駅構内やショッ

ピングセンター等頻繁に人の往来がある施設にピングセンター等頻繁に人の往来がある施設にピングセンター等頻繁に人の往来がある施設にピングセンター等頻繁に人の往来がある施設に

おいても設置することが可能であるので、当該施おいても設置することが可能であるので、当該施おいても設置することが可能であるので、当該施おいても設置することが可能であるので、当該施

設への設置について十分検討の上、積極的に措置設への設置について十分検討の上、積極的に措置設への設置について十分検討の上、積極的に措置設への設置について十分検討の上、積極的に措置

すること。すること。すること。すること。」とあります。それなのに検討をしてい

ないのはおかしいことです。まず検討を行い、有

望な場所があれば貸してもらえないかヒアリング

をすべきです。他市でも行われていることですし、

店からしてもお客が増える利点もあり安価（無料

の場合も）に提供されています。検討せずに無駄

と言うのではなく、やってみることも大切である

から、しっかりとやってほしいと述べました。 

 二点目は、投票立会人の若年層起用です。若年層の

投票率向上については、投票所の身近さとともに、や

はり選挙を身近に感じてもらう、関心をもってもらう

ことも重要です。投票の現場を見てもらうことにより

参加意識が醸成されますし、そこからの同世代の発信

があれば、選挙を身近に感じてもらうことができると

考えられ、その後の政治参加を含めて一定の効果があ

るものと思われます。「啓発サポーター」として人材バ

ンクを作り、選挙の時は立会人などしてもらえる人を

確保することを提案しました。 

 答弁は、立会人は現在 2人で町内会長を通じて推薦

を受けており、今後は今後は今後は今後は 2222 名のうち名のうち名のうち名のうち 1111 名は若い方を推薦名は若い方を推薦名は若い方を推薦名は若い方を推薦

してもらうようお願いするしてもらうようお願いするしてもらうようお願いするしてもらうようお願いする、とのことでした。ある程

度前向きな答えではありましたが、お願いするだけで

は町内会長の負担が増えるだけです。やはり人材バン

クを設置し人材を確保することで、町内会長の負担軽

減を図るべきです。そこまでが行政の役割だと考えま

す。さらに一歩進められるよう、今後も意見して参り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市 政 報 告 の 郵 送 ご 希 望 の 方 へ市 政 報 告 の 郵 送 ご 希 望 の 方 へ市 政 報 告 の 郵 送 ご 希 望 の 方 へ市 政 報 告 の 郵 送 ご 希 望 の 方 へ    
 

この市政報告は、基本的にポスティングと駅前等での配布となっております。郵送をご希望されます方は、ご遠慮な

く下記までご連絡下さい。次回より、郵送にてお送り致します。（お名前とご住所を明記下さいますよう、お願い致

します。頂戴した個人情報につきましては、厳重に管理を致しております。）           中村中村中村中村    亮太亮太亮太亮太 

住所：加古川市加古川町北在家住所：加古川市加古川町北在家住所：加古川市加古川町北在家住所：加古川市加古川町北在家 2000200020002000    加古川市議会市民クラブ加古川市議会市民クラブ加古川市議会市民クラブ加古川市議会市民クラブ    

TELTELTELTEL：：：：079079079079----427427427427----9308930893089308（会派控室）・（会派控室）・（会派控室）・（会派控室）・079079079079----425425425425----3811381138113811    ////    FAXFAXFAXFAX：：：：050050050050----3156315631563156----1255125512551255    

EEEE----MAILMAILMAILMAIL：：：：info@ryotanakamura.cominfo@ryotanakamura.cominfo@ryotanakamura.cominfo@ryotanakamura.com    

3333 月議会において一般質問を行いました月議会において一般質問を行いました月議会において一般質問を行いました月議会において一般質問を行いました！！！！    

私は、投票率が選挙のたびに低下してゆくことについて、

常々問題に思っています。そのため、任期がスタートして

すぐの平成 22 年 9 月に開かれた定例会において、投票率

の問題を取り上げさせていただきました。しかし、残念な

がら、その翌年に行われた兵庫県議会議員選挙においても

前回の投票率を下回る結果となりました。これまでと同じ

ことを続けていては、次の選挙でも投票率アップは望めな

いと感じ、新たな提案を致しました。 

まず一点目は期日前投票所の拡大です。期日前投票所は

選挙ごとに利用者が増えています。加古川市では現在 3か

所の期日前投票所を運営していますが、これを増やすこと

はできないかと考えました。若年層の投票行動として、投

票という行為を第一義として投票日に投票所へ行くより

も、曜日に囚われず買い物等の外出と同時に期日前投票を曜日に囚われず買い物等の外出と同時に期日前投票を曜日に囚われず買い物等の外出と同時に期日前投票を曜日に囚われず買い物等の外出と同時に期日前投票を

行う傾向があるのでは行う傾向があるのでは行う傾向があるのでは行う傾向があるのではと考えられます。ですから、駅構内駅構内駅構内駅構内

やショッピングセンターなどに期日前投票所を設置するやショッピングセンターなどに期日前投票所を設置するやショッピングセンターなどに期日前投票所を設置するやショッピングセンターなどに期日前投票所を設置する

こここことは、投票率の向上に繋がるとは、投票率の向上に繋がるとは、投票率の向上に繋がるとは、投票率の向上に繋がると思い提案致しました。 

若年層の投票率向上に向け
た施策について 

◆今回の一般質問項目◆今回の一般質問項目◆今回の一般質問項目◆今回の一般質問項目    

１．１．１．１．若年層の投票率向上若年層の投票率向上若年層の投票率向上若年層の投票率向上に向けに向けに向けに向けた施策た施策た施策た施策    

についてについてについてについて        

①①①①期日前投票所の拡大について期日前投票所の拡大について期日前投票所の拡大について期日前投票所の拡大について    

②②②②投票立会人の若年層起用について投票立会人の若年層起用について投票立会人の若年層起用について投票立会人の若年層起用について    

２．２．２．２．新しい公共における新寄付税制と改正新しい公共における新寄付税制と改正新しい公共における新寄付税制と改正新しい公共における新寄付税制と改正

NPONPONPONPO 法への対応について法への対応について法への対応について法への対応について    

３３３３....市民憲章について市民憲章について市民憲章について市民憲章について        

①①①①市民への周知について市民への周知について市民への周知について市民への周知について    

②小中学校での教育について②小中学校での教育について②小中学校での教育について②小中学校での教育について    

    （（（（詳しくは「中村亮太詳しくは「中村亮太詳しくは「中村亮太詳しくは「中村亮太 HPHPHPHP」にてご覧下さい」にてご覧下さい」にてご覧下さい」にてご覧下さい））））    

新寄付税制と改正 NPO
法への対応について 
「新しい公共」というスローガンのもと、本年

4月から改正 NPO法が施行されました。これと密

接に関係してくるのが、昨年 6 月からスタートし

ている新寄付税制です。所轄庁ではない市区町村

でも条例で指定をすれば、その NPO 法人への住

民からの寄付金を控除できるようになっていま

す。それについて、市の対応と今後の計画を聞き

ました。 

 それに対しての答弁は次のようなものでした。

この税制は公益活動に参画できる環境作りを支援

するもので、本市としては市税条例の一部を改正

したが、指定については要件が明確でないため基

準を設けられてはいない。今後は国税の認定制度

を参考に客観的基準や審査体制を検討するととも

に、県民税への適用など兵庫県に働きかけ、市民

公益税制の普及につとめたい。 

 この税制のポイントとなるのは兵庫県ですが、

市も主体性を持ち、県を引っ張ってもらいたいと

要望をしました。 

投票率向上にむけて、投票率向上にむけて、投票率向上にむけて、投票率向上にむけて、新施策新施策新施策新施策
検討と、時には試行も必要！検討と、時には試行も必要！検討と、時には試行も必要！検討と、時には試行も必要！    

市民憲章について 

市民憲章は、昭和 39 年 11 月に制定されました。都市の理

想像を掲げ、それに向けた市民生活上の規範を規定していま

す。つまり、市の基本構想や基本計画は、この市民憲章に根

ざしたものであり、市民憲章こそが市の最高規範であると考

えます。制定後 48年経っておりますが、色あせることない立

派な内容です。しかし、市民憲章について、市民の方がご存

知かというと甚だ疑問です。私は、市政に対する市民の参画

や、まちづくり、地域の絆など、市の課題克服に向けた意識

を醸成するために、この市民憲章の内容と精神が是非とも必

要だと考え、周知と教育の再考を提案致しました。 

答弁は次の通りです。制定当初は冊子を配布し、学校園を

含む市内公共施設に市民憲章額を配布した。しかし、現在は

新たな市民を始め意識が薄れているように懸念もするため、

「加古川市暮らしのガイド」に掲載することにし、他の刊行「加古川市暮らしのガイド」に掲載することにし、他の刊行「加古川市暮らしのガイド」に掲載することにし、他の刊行「加古川市暮らしのガイド」に掲載することにし、他の刊行

物でも可能な限り掲載し普及推進を物でも可能な限り掲載し普及推進を物でも可能な限り掲載し普及推進を物でも可能な限り掲載し普及推進をしていきたいしていきたいしていきたいしていきたい。教育にお

いては、市民憲章の精神は「人格の完成」に大変重要であり、

小学校 3 年生及び 4 年生が使用している「わたしたちのまち

加古川」という副読本で学習している、とのことです。前向

きな答えを頂きましたが、更なる周知と教育を望みます。 

加古川市民憲章加古川市民憲章加古川市民憲章加古川市民憲章    

1.きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。 

1.文化を育て、豊かな郷土をつくりましょう。 

1.自然を愛し、美しい環境をつくりましょう。 

1.健康で働き、しあわせな社会をつくりましょう。 

1.愛情をもち、青少年の夢と希望を育てましょう。 

 

※各項目でさらに細かい規範があります。詳しくは 

加古川市ホームページをご覧ください。  

ご存じですか？市民憲章ご存じですか？市民憲章ご存じですか？市民憲章ご存じですか？市民憲章    


